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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

風のふき方    ～天気の変化～ 
 

問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （大妻多摩中） 

  



 

 

 

（1）砂の方が水より早く温まったことから，水は砂より温まりにくいことがわかる。また，砂の方が水よりも早く冷め

たことから，水は砂よりも冷めにくいことがわかる。以上より，正しい番号は④とわかる。 

 ④ 

 

 

 

（2）砂の上の空気が温められると，空気の体積が大きくなり（空気

がぼう張し），空気 1m3 あたりの重さである密度は小さくなる

ため上昇する。その後，水の上の空気が，気圧が低くなった砂

の上の空気に向かって移動する。そのため，線香の煙は左に流

れることになる。一方，砂の上の上昇した空気は，右の方へと

流れこんでから下降することで対流がおこる。 

以上より，正しい組み合わせは⑥とわかる。 

 ⑥ 

 

 

 

（3）海→陸へとふく風が海風で，陸→海へとふく風が陸風である。このことと，風は気圧が高く冷たい方から，気圧が

低くあたたかい方へとふくことを考え合わせると，昼は海→陸への海風が，夜は陸→海への陸風がふくので，正し

い番号は⑥とわかる。 

 ⑥ 

 

 

 

（4）冬は A の地上付近の方が，B の海上付近より冷えるため，A の方が B より気圧が高く，海陸風と同じ仕組みで，A

から B に向かって季節風が吹く。よって，正しい番号は①とわかる。 

 ① 

 

 

 

（5）     の日本のまわりの 3 の気団を参照。 

 シベリア気団 

 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 
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答 

答 

答 
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